
総合特別区域評価・調査検討会における評価結果の概要（平成28年度）

２．分野等別状況 （２）地域活性化総合特区 ⑥まちづくり等分野（3/3）

※「正」とは平成28年３月末までに計画が認定された地区の評価、「準」とは平成28年３月末時点では計画が認定されていない地区の評価を意味する。

評価
区分
（※）

総合
評価

(ⅠとⅡとⅢ

を１：１：２の
割合で計
算)

総合評価に係る専門家所見（主なもの）

Ⅰ

目標に向けた取組
の進捗

Ⅱ

支援措置の活用と
地域独自の取組の
状況

Ⅲ

取組全体に
わたる事業
の進捗と政
策課題の解
決

柏の葉キャンパス「公民学
連携による自律した都市
経営」特区
（柏市）

正 3.8 3.8

進捗度
・TEP（※）によ

る柏市内ベン
チャー企業の
支援数の増加

117％

※一般社団法人
TXアントレプレ

ナーパートナー
ズ

・特例措置に
よる訪問リハ
ビリテーション
事業所及び特
例措置による
歯科衛生士事
務所数

52％
等

3.3

規制の特例等

・訪問リハビリ
テーション事
業所整備推進
事業

等

地域独自の
取組

・柏市指定居
宅サービス等
事業人員設備
運営基準等
条例改正

・電気事業法
第17条第1項
の規定による
特定供給の供
給先に関する
規制緩和

等

4.0 ・概ね適切な取組の方向性が採用されていると
思われる。

・評価外の指標から、地域活動が活発化してい
る様子も見受けられるが、「都市経営」を支える
新産業・雇用創出につながる地域活動やベン
チャー企業については積極的な育成が必要で
ある。

・地域エネルギー関連やベンチャービジネス関
連を含め各事業や関連施策との連携が図られ、
さらなる進展を望みたい。特に、本特区の特徴
である「公民学連携による自律した都市経営」
の部分についての発展的なモデル形成を期待
したい。

・次期計画では柏の葉エリア以外の面的な広が
りを期待したい。


